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本内容は、法令及び当社定款の規定に基づき、書面交付請求をいただいた株主様に対して交
付する書面（電子提供措置事項記載書面）への記載を省略しております。

株　主　各　位

第44回定時株主総会招集ご通知に際しての
電子提供措置事項

第44期



本社 ：兵庫県姫路市
姫路工場 ：兵庫県姫路市
播磨テクノポリス光都工場／研究所 ：兵庫県たつの市
東京営業本部 ：東京都中央区

② フジプレ販売株式会社 ：兵庫県たつの市

③ プレマテック株式会社 ：長野県茅野市

④ 株式会社東陽社製作所 ：埼玉県羽生市

主要な営業所及び工場（令和８年３月31日現在）
① フジプレアム株式会社

部　　門 従業員数（名） 前連結会計年度末比増減（名）

精 密 貼 合 及 び 高 機 能 複 合 材 部 門 57 （26） △９ （△11）

環境住空間及びエンジニアリング部門 118 （21） △６ （△４）

全 社 （ 共 通 ） 42 （3） ３ （０）

合 計 217 （50） △12 （△15）

従業員数（名） 前事業年度末比増減（名） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年）

118（32） △９（△10） 38.2 12.3

従業員の状況（令和８年３月31日現在）
① 企業集団の従業員の状況

注）１. 従業員数は就業員数であり、臨時雇用者数は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。
２. 全社（共通）は、特定の事業部門に区分できない事業創出本部及び管理本部等に所属している従業員数を記載しております。

② 当社の従業員の状況

注） 従業員数は就業員数であり、臨時雇用者数は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

借　入　先 借入金残高（百万円）

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 855

株 式 会 社 山 陰 合 同 銀 行 787

主要な借入先の状況（令和８年３月31日現在）

新株予約権等の状況
　該当事項はありません。
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① 名称 イースト・サン監査法人
（注）当社の会計監査人でありましたあると築地有限責任監査法人

は、令和７年６月25日開催の第43回定時株主総会の終結の時
をもって任期満了により退任いたしました。

イースト・サン監査法人 あると築地有限責任監査法人

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 17,000千円 －
当社及び子会社が会計監査人に支払うべき
金銭その他の財産上の利益の合計額 20,000千円 770千円

会計監査人の状況

② 報酬等の額

注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分して
おらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積もりの算出根拠等が適切であるかどうかについて必
要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

③ 非監査業務の内容
　当社は、イースト・サン監査法人対して、会計監査人交代に伴う引継ぎ関連業務についての対価を
支払っております。
　また、あると築地有限責任監査法人に対しても、会計監査人交代に伴う引継ぎ関連業務についての
対価を支払っております。

④ 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、株
主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、監査
役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解
任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたしま
す。
　なお、取締役会が、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合
は、会計監査人の解任または不再任を株主総会の会議の目的とすることを監査役会に請求し、監査役
会はその適否を判断したうえで、株主総会に提出する議案の内容を決定いたします。

⑤ 責任限定契約の内容の概要
　該当事項はありません。
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業務の適正を確保するための体制
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を
確保するための体制についての決定内容の概要は、以下のとおりであります。

① 当社及び当社グループ会社の取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保
するための体制

・コンプライアンス委員会・事務局を設置する。
・役職員の職務の執行が法令及び定款に適合し、かつ社会的責任を果たすため、行動規範・倫理綱領

を定め、それを全役職員に周知徹底させる。
・管理部長を情報管理責任者とし、情報管理体制を強化する。
・取締役に対するコンプライアンス研修を実施する。
・内部監査を実施する。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
・取締役の職務執行状況を確認できるような情報の保存・管理体制として、議事録、稟議書、契約書

等保存対象書類、保存期間、検索のための分類方法、保存場所等を「情報取扱規程」に定める。

③ 当社及び当社グループ会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
・リスク管理体制を統括する部署をリスク管理委員会とし、「リスク管理マニュアル」に定める。
・従業員に対するリスク管理に関する教育・研修を実施する。
・大規模な事故や災害・不祥事が発生した場合の危機対応マニュアルを整備する。

④ 当社及び当社グループ会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するた
めの体制

・取締役会としての役割と責任権限を明確化する。
・執行役員制度を導入し、経営体制と執行体制を分離することで、機動的かつ効率的な事業運営を行

う。
・「組織運営規程」「業務分掌規程」「職務権限規程」により定める。

⑤ 当社及び当社グループ会社の従業員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保
するための体制

・従業員に対するコンプライアンス研修を実施する。入社時には個別教育を実施する。
・内部通報窓口を設置する。
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⑥ 当社及び当社グループ会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
・当社グループ全体のガバナンス体制構築のため（組織と権限、担当役員と担当部署）の基本方針を

策定する。
・子会社のコンプライアンスの周知のため教育や研修を実施する。
・親会社としての子会社管理の基本方針を「子会社管理規程」に定める。
・役員派遣による子会社のガバナンスを強化する。
・子会社の一定の経営上の重要事項に関する事項は、親会社の承認が必要な体制を整備する。
・業務執行状況・財務状況等を定期的に当社の取締役会に報告する。
・親会社の内部監査室による子会社の監査を実施する。
・危機発生時における親会社への連絡体制を整備する。

⑦ 監査役がその職務を補助すべき従業員を置くことを求めた場合における当該従業員に関
する事項並びに当該従業員の取締役からの独立性及び当該従業員に対する指示の実効性
の確保に関する事項

・監査役会の職務を補助する事務局（監査役室）を独立して設置する。監査役補助スタッフの配置、
員数を整備する。

・監査役補助スタッフの人事評価、懲戒処分等に対して監査役の同意を得る。
・当該従業員は、監査役補助スタッフ業務に関し、監査役の指揮命令下において優先して従事するも

のとする。
・「監査役会規程」により定める。

⑧ 取締役及び従業員が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制
・当社及び当社グループ会社の取締役から監査役に報告する体制を構築する。（執行役員会議で決定

された重要な事項、内部監査状況、社内不祥事・法令違反、リスク管理に関する重要な事項等）
・従業員から直接監査役に報告する体制を構築する。（内部通報情報、社内処分事例等）
・監査役への報告を行った当社及び当社グループ会社の取締役及び従業員に対して、不利益な取扱い

をすることを禁ずる。

⑨ 監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続きその他の当該職務の執
行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項

・当社は、監査役がその職務の執行について必要な費用の前払等の請求をしたときは、速やかに当該
費用又は債務を処理する。

⑩ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
・監査役の職務分担を行う。監査役と代表取締役、会計監査人との定期的な情報交換会を開催する。
・「監査役会規程」により定める。
・内部統制システムが有効的に機能しているか検証する。
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⑪ 財務報告の内部統制システムが実効的に行われることを確保するための体制
・業務プロセスの文書化、リスク分析を行い、その対策を明らかにする。
・内部統制が機能するための組織、職務分担を明確にし、社内規程を整備する。
・事業活動にかかわる法令その他の規範の遵守を促進するため、法令遵守体制を整備する。
・計算書類及び計算書類に重要な影響を及ぼす可能性のある情報の信頼性を確保する。
・資産の取得、使用及び処分が正当な手続き及び承認の下に行われるよう、資産の保全を図る。
・財務を担当する部署に会計・財務に関する十分な専門性を有する者を配置する。

　なお、反社会的勢力排除に向けた取組みは、以下のとおりであります。

① 基本的な考え方
・反社会的勢力の排除は企業の社会的責任とともに企業防衛の観点からも必須のことであり、反社会

的勢力からの不当要求等には決して応じない。

② 整備状況
・「行動規範」に反社会的勢力排除を定め、社内に徹底を図っている。
・「リスク管理マニュアル」の中で、反社会的勢力からの不当要求等をリスクと捉え、当該団体等か

らの不当要求等に対処するようにしている。
・反社会的勢力の排除に向け、他企業との情報共有化及び警察との協調関係構築のため、「企業防衛

対策協議会」に参加し、地域企業及び県警本部と交流、情報交換を図っている。
・反社会的勢力からの不当要求等に対し、総務部が窓口となり、経営トップをはじめ組織全体で事態

に対処することとしている。

業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　当社の当事業年度における業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりであり
ます。

① 内部統制システム全般
　当社及び当社グループ会社の内部統制システム全般の整備・運用状況を当社の内部統制委員、監査
役及び会計監査人とで継続的に確認し、改善、強化に取組みました。

② コンプライアンス
　当社は、当社及び当社グループ会社の役職員に対し、その階層に応じて必要なコンプライアンスに
ついて、社内研修での教育及び会議体での説明を行い、法令及び定款を遵守するための取組みを継続
的に行っております。
③　リスク管理
　当社は、リスク管理マニュアルに基づき、リスク管理委員会を定期的に開催し、当社及び当社グル
ープ会社における重点管理リスクへの対応状況、リスク管理体制の運用状況の確認を行っておりま
す。
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④　取締役の職務執行
　「組織運営規程」「業務分掌規程」「職務権限規程」により、職務の執行が迅速かつ効率的に行わ
れるよう努めております。
　また、取締役会を17回開催し、法令又は定款に定められた事項及び経営上重要な事項の決議を行
いました。
　執行役員制度を導入し、経営体制と執行体制を分離して、機動的かつ効率的な事業運営を行ってお
ります。

⑤　監査役
　監査役は、取締役会に出席するとともに、経営会議及びその他重要な会議にも出席しております。
更に、取締役等から業務執行の状況について直接聴取し、内部統制の整備、運用状況について確認し
ております。
　また、会計監査人、内部統制に係る組織と必要に応じて情報交換を実施することで当社の内部統制
システム全般をモニタリングするとともに、より効率的な運用について助言を行っております。
　専任の補助スタッフを監査役会の直轄下に設置し、執行部門の組織から分離させております。

 

会社の支配に関する基本方針
　該当事項はありません。

注）本事業報告中の記載金額及び株式数は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当連結会計年度期首残高 2,000,007 2,519,077 6,308,952 △863,930 9,964,108

当連結会計年度変動額

剰余金の配当 △171,449 △171,449

親会社株主に帰属する
当期純損失 △2,301,271 △2,301,271

株主資本以外の項目の
当連結会計年度変動額 (純額)

当連結会計年度変動額合計 － － △2,472,720 － △2,472,720

当連結会計年度末残高 2,000,007 2,519,077 3,836,231 △863,930 7,491,387

その他の包括利益累計額
純資産合計その他有価証券

評価差額金
その他の包括利益
累計額合計

当連結会計年度期首残高 52,820 52,820 10,016,928

当連結会計年度変動額

剰余金の配当 △171,449

親会社株主に帰属する
当期純損失 △2,301,271

株主資本以外の項目の
当連結会計年度変動額 (純額) 122,445 122,445 122,445

当連結会計年度変動額合計 122,445 122,445 △2,350,275

当連結会計年度末残高 175,265 175,265 7,666,653

連結株主資本等変動計算書
（令和７年４月１日から令和８年３月31日まで）

(単位：千円)

－ 7 －



・連結子会社の数 ３社
・主要な連結子会社の名称 フジプレ販売株式会社

プレマテック株式会社
株式会社東陽社製作所

・主要な非連結子会社の名称 普瑞 精密科技（蘇州）有限公司
株式会社エポックス
エフピーパートナーズ株式会社

・連結の範囲から除いた理由 非連結子会社はいずれも小規模であり、各社の総資産、売上高、当期純損
益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、連結計算
書類に重要な影響を及ぼさないため、連結の範囲から除外しております。

・主要な会社等の名称 普瑞 精密科技（蘇州）有限公司
株式会社エポックス
エフピーパートナーズ株式会社
北九州ＴＥＫ＆ＦＰ合同会社

・持分法を適用しない理由 各社の当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う
額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響
が軽微であり、かつ重要性がないため持分法の適用範囲から除外してお
ります。

・市場価格のない株式等
　以外のもの

時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動
平均法により算定）

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

仕掛品 受注生産品：個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低
下に基づく簿価切下げの方法）

標準生産品：総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の
低下に基づく簿価切下げの方法）

連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項
①　連結子会社の状況

②　非連結子会社の状況

(2) 持分法の適用に関する事項
持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況

(3) 会計方針に関する事項
①　重要な資産の評価基準及び評価方法
（イ）有価証券

その他有価証券

（ロ）棚卸資産
商品及び製品　　　　　　　　移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法）

原材料　　　　　　　　　　　移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づ
く簿価切下げの方法）

貯蔵品　　　　　　　　　　　最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切
下げの方法）
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（イ）有形固定資産
（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社は定率法（ただし、平成10年４月１日以降取得
した建物（建物附属設備は除く）並びに平成28年４月１日以降取得した
建物附属設備及び構築物については、定額法）を採用しております。

（ハ）リース資産
所有権移転外ファイナンス・
リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しておりま
す。

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

なお、主な耐用年数は、以下のとおりであります。
建物及び構築物　　　３～45年
機械装置及び運搬具　２～17年

（ロ）無形固定資産
（リース資産を除く）
・自社利用のソフトウエア　　　社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。
・その他の無形固定資産　　　　定額法を採用しております。

③　重要な引当金の計上基準
（イ）貸倒引当金　　　　　　　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、
回収不能見込額を計上しております。

（ロ）賞与引当金　　　　　　　　　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当
連結会計年度負担額を計上しております。

（ハ）製品保証引当金　　　　　　　販売済の製品の無償修理費用に備えるため、過去の実績等に基づき当連結
会計年度の負担額を計上しております。

④　収益及び費用の計上基準
　当社及び連結子会社は、以下の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。
　ステップ１：顧客との契約を識別する。
　ステップ２：契約における履行義務を識別する。
　ステップ３：取引価格を算定する。
　ステップ４：取引価格を契約における別個の履行義務へ配分する。
　ステップ５：履行義務を充足した時点で（又は充足するに応じて）収益を認識する。
　当社グループは、精密貼合技術関連、高機能複合材、環境住空間関連及びエンジニアリング関連の各製品の
製造、販売及びサービス業務を行っております。主に加工した部材等を顧客に供給することを履行義務として
おり、原則として製品の納入時点において支配が顧客に移転して履行義務が充足されると判断していることか
ら、当該時点において収益を認識しておりますが、国内販売においては、出荷時から当該製品の支配が顧客に
移転されるまでの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益認識をしております。また、エンジニアリ
ング関連事業のうち一定期間にわたり充足される履行義務は、期間がごく短いものを除き、履行義務の充足に
係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定期間にわたり認識しております。なお、履行義務の充足
に係る進捗度の見積り方法は見積総原価に対する発生原価の割合（インプット法）で算出しております。
　取引価格の算定については、顧客との契約において約束された対価から、値引き額等を控除した金額で算定
しております。
　これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね１年以内に受領してお
り、重大な金融要素を含んでおりません。

⑤　のれんの償却方法及び償却期間
　のれんの償却については、その効果が発現すると見積もられる期間で償却することとしております。

⑥　その他連結計算書類作成のための重要な事項
（イ）重要なヘッジ会計の方法　　　特例処理の要件を満たす金利スワップ取引については、特例処理を採用し

ております。
また、一体処理（特例処理・振当処理）の要件を満たす金利通貨スワップ
については、一体処理を採用しております。
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（ロ）退職給付に係る負債又は資産
並びに退職給付費用の処理方法

小規模企業等における簡便法の採用
当社及び連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、
直近の年金財政計算上の数理債務をもって退職給付債務とする方法を用い
た簡便法を適用しております。

　繰延税金資産 84,818千円

　有形固定資産 5,187,572千円
　減損損失 2,027,223千円

　契約資産 388,463千円
　一定の期間にわたり充足される履行義務について認識した収益 1,120,085千円

２．表示方法の変更に関する注記

（連結貸借対照表）
　前連結会計年度において、一括表示しておりました流動資産の「受取手形、売掛金及び契約資産」は、開示の明
瞭性を高めるため、当連結会計年度においては「受取手形」（前連結会計年度5,063千円）、「売掛金」（前連結
会計年度1,555,892千円）、「契約資産」（前連結会計年度302,422千円）及び「電子記録債権」（前連結会計
年度634,364千円）として独立掲記しております。

　前連結会計年度において、一括表示しておりました流動負債の「支払手形及び買掛金」は、開示の明瞭性を高め
るため、当連結会計年度において「支払手形」（前連結会計年度116,658千円）、「買掛金」（前連結会計年度
377,391千円）及び「電子記録債務」（前連結会計年度172,569千円）として独立掲記しております。

３．会計上の見積りに関する注記
(1) 繰延税金資産

①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額によって見積もっておりま
す。当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性があり、実際に発生した
課税所得の時期及び金額が見積りと異なった場合、翌連結会計年度の連結計算書類において、繰延税金資産
の金額に重要な影響を与える可能性があります。

(2) 固定資産の減損損失
①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社グループは、固定資産のうち減損の兆候のある資産または資産グループ（事業部を基本単位とする）に
ついては、当該資産または資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下
回る場合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しています。将来キ
ャッシュ・フローの算定においては、事業部等の成長率、需要予測、競争環境の変化、施策方針の変更等を
織り込み算定しています。なお、減損処理に使用する将来キャッシュ・フローの割引率は加重平均資本コス
トを基礎としています。
減損損失の兆候の把握、減損損失の認識及び測定にあたっては慎重に検討していますが、事業計画の変更や
市場環境の変化により、その見積り額の前提とした条件や仮定に変更が生じ、見積り額が減少した場合、減
損処理が必要となる可能性があります。

(3)  一定の期間にわたり充足される履行義務について認識した収益
①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
エンジニアリング関連事業のうち一定期間にわたり充足される履行義務は、期間がごく短いものを除き、履
行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定期間にわたり認識しております。な
お、履行義務の充足に係る進捗度の見積り方法は見積総原価に対する発生原価の割合（インプット法）で算
出しております。
進捗度に基づく収益認識の基礎となる見積総原価は、顧客の要求仕様を満たすため、契約ごとに必要となる
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(1) 有形固定資産の減価償却累計額 9,736,961千円

　北九州ＴＥＫ＆ＦＰ合同会社 75,000千円

　当座貸越限度額 6,650,000千円
　借入実行残高 2,080,000千円
　差引額 4,570,000千円

令和７年６月25日開催の第43回定時株主総会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 171,449千円
・１株当たり配当額 ６円
・基準日 令和７年３月31日
・効力発生日 令和７年６月26日

・配当金の総額 171,449千円
・１株当たり配当額 ６円
・基準日 令和８年３月31日
・効力発生日 令和８年６月25日

作業内容および工数等を見積っております。また、製造開始後は、契約ごとに実際発生原価を管理し、必要
に応じて見積総原価の見直しを行っております。
当連結会計年度末における契約ごとの見積総原価は、見積り時点では予見できなかった仕様や納期の変更等
の事象の発生により、将来において変動する可能性があり、これらの見積りには不確実性が含まれているた
め、翌連結会計年度の連結計算書類に重要な影響を与える可能性があります。

４．連結貸借対照表に関する注記

(2) 保証債務
　連結子会社以外の会社の金融機関等からの借入金に対して、以下のとおり債務保証を行っております。

(3) 当座貸越契約
　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行９行と当座貸越契約を締結しております。当事業年度
末における当座貸越契約に係る借入金未実行残高等は次のとおりであります。

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数
　　　普通株式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29,786,400株
(2) 剰余金の配当に関する事項

①　配当金支払額等

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
令和８年６月24日開催予定の第44回定時株主総会において次のとおり付議いたします。

６．金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針
当社グループは、資金運用については短期的な預貯金等に限定し、銀行等金融機関からの借入れ等により資
金調達をしております。主に、借入金の金利変動リスクを回避するためにデリバティブ取引を利用してお
り、投機目的のデリバティブ取引は行わない方針であります。

②　金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である受取手形、売掛金、電子記録債権に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に従い、リスク
低減を図っております。また、投資有価証券は、主に企業の株式及び債券であり、価格変動リスクに晒され
ております。
営業債務である支払手形、買掛金及び電子記録債務は、そのほとんどが５ヶ月以内の支払期日であります。
その一部には、輸入に伴う外貨建てのものがあり、為替変動リスクに晒されております。借入金等は、主に
設備投資に係る資金調達を目的としたものであります。変動金利の借入金は金利変動リスクに晒されており
ます。
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連結貸借対照表
計上額（千円） 時価（千円） 差額（千円）

(1) 投資有価証券 590,653 590,653 －
資産計 590,653 590,653 －

(2) 長期借入金（※２） 1,744,671 1,732,832 △11,838
負債計 1,744,671 1,732,832 △11,838

③　金融商品に係るリスク管理体制
（イ）信用リスク(取引先の契約不履行等に係るリスク)の管理

当社グループは、営業債権及び長期貸付金について、与信管理規程に従い、信用調査を実施するととも
に、取引先毎に期日及び残高を管理しております。なお、当連結会計年度の連結決算日現在における営業
債権については、主に特定の大口顧客に対するものであります。デリバティブ取引の契約先は、いずれも
信用度の高い金融機関であるため、相手方の契約不履行によるリスクはほとんどないものと認識しており
ます。

（ロ）市場リスク(為替や金利等の変動リスク)の管理
投資有価証券は、定期的に時価を把握し、保有状況を継続的に見直しております。一部の営業債務につい
ては、為替変動リスクを抑制するためにデリバティブ取引（為替予約）を利用しております。また、一部
の借入金については、金利変動リスクを抑制するためにデリバティブ取引（金利スワップ）を利用してお
ります。なお、デリバティブ取引の実行及び管理は当社グループのリスク管理方針に従い、経理担当部署
が行っております。

（ハ）資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理
当社グループは、適時に資金繰計画を作成・更新し、流動性リスクを管理しております。

④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額の他、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含ま
れております。

(2) 金融商品の時価等に関する事項
令和８年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり
ます。なお、市場価格のない株式等は含まれておりません。

　※１．「現金及び預金」、「売掛金」、「電子記録債権」、「支払手形」、「買掛金」、「電子記録債務」、「短
期借入金」については、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するもので
あることから、記載を省略しております。

　※２．  長期借入金は１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。

(3) 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ
ルに分類しております。
　レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
　レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した

時価
　レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ
れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その
時価をレベル１の時価に分類しております。また、債券については、公表された相場価格が存在しない
ため、取引先金融機関から提示された価格に基づき算定しており、レベル２の時価に分類しておりま
す。
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区分 連結貸借対照表計上額（千円）
非上場株式 85,669
関係会社出資金 144,722

１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 1,086,919 409,752 100,800 100,800 46,400 －

合計 1,086,919 409,752 100,800 100,800 46,400 －

報告セグメント
合計精密貼合及び

高機能複合材部門
環境住空間及び

エンジニアリング部門
一時点で移転される財 5,081,942 1,912,982 6,994,924
一定の期間にわたり移転される財 － 1,120,085 1,120,085
顧客との契約から生じる収益 5,081,942 3,033,067 8,115,010
外部顧客への売上高 5,081,942 3,033,067 8,115,010

当連結会計年度
顧客との契約から生じた債権 1,690,447千円
契約資産 388,463
契約負債 66,994

長期借入金
　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に割引
現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

1．市場価格のない株式等

　非上場株式及び関係会社出資金については、市場価格のない株式等であることから、「(1) 投資有価証券」には
含まれておりません。

2．長期借入金の連結決算日後の返済予定額

７．収益認識に関する注記
(1)　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

（注）　セグメント間の内部売上高又は振替高を控除した後の金額を表示しております。
(2)　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

連結注記表　「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等（3）会計方針に関
する事項　④収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

(3)　顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会計
年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に
関する情報

　契約負債は主に、製品の引渡前に顧客から受け取った対価であり、連結貸借対照表上、流動負債のその他
に含まれております。
　顧客との契約から生じた債権、契約資産及び契約負債は以下のとおりであります。

　当連結会計年度に認識された収益のうち、期首現在の契約負債の残高が含まれている金額に重要性はあり
ません。なお、当連結会計年度において、過去の期間に充足した履行義務から認識した収益の額には重要性
はありません。
　未充足（又は部分的に未充足）の履行義務は、期末日現在で839,352千円であります。当該履行義務はエ
ンジニアリング関連事業の契約に関するものであり、期末日後１年以内に収益として認識されると見込んで
おります。
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(1) １株当たり純資産額 268円30銭
(2) １株当たり当期純損失 △80円53銭

８．１株当たり情報に関する注記

９．その他の注記
記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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科　目
当事業年度末

令和８年３月31日現在

前事業年度末
（ご参考）

令和７年３月31日現在
科　目

当事業年度末

令和８年３月31日現在

前事業年度末
（ご参考）

令和７年３月31日現在

資産の部 負債の部
流動資産
現金及び預金
受取手形
売掛金
契約資産
電子記録債権
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
未収入金
前渡金
前払費用
その他

固定資産
有形固定資産
建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具器具及び備品
リース資産
土地
建設仮勘定
無形固定資産
電話加入権
ソフトウエア仮勘定
ソフトウエア
投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
関係会社出資金
繰延税金資産
差入保証金
その他
貸倒引当金　

5,154,125
2,239,617

－
879,105
4,307

309,388
653

193,801
1,135,160
255,660
100,388
23,579
12,462

6,522,341
3,961,745
2,020,068

0
0
0
0
0

1,941,676
0
0
0
0
0

2,560,595
301,719
2,000,495
120,000
61,770
24,410
54,862
△2,662 　

3,889,645
2,028,882

2,472
662,289

303
633,605

720
359,962
165,530
19,885
506
814

14,671
9,281,290
6,309,688
2,812,264
26,537
697,650
18,142
36,031

－
2,521,563
197,497
54,003
2,225
49,429
2,348

2,917,599
411,760
2,250,277
120,000
49,977
24,335
63,911
△2,662 　

流動負債 5,579,227 4,138,492
支払手形 － 87,359
買掛金 1,952,235 448,019
電子記録債務 268,954 438,831
短期借入金 1,550,000 1,650,000
１年内返済予定の長期借入金 1,586,119 1,353,300
未払金 25,909 26,065
未払費用 45,306 69,128
未払法人税等 15,390 －
契約負債 116,018 51,600
預り金 2,936 2,952
リース債務 1,529 －
未払消費税等 4,113 －
賞与引当金 10,712 11,236

固定負債 364,935 1,127,580
長期借入金 308,952 1,095,067
リース債務 5,609 －
資産除去債務 32,513 32,513
退職給付引当金 17,860 －

負債合計 5,944,162 5,266,073
純資産の部
株主資本 5,674,412 7,889,834
資本金 2,000,007 2,000,007
資本剰余金 2,440,803 2,440,803
資本準備金 2,436,668 2,436,668
その他資本剰余金 4,135 4,135
利益剰余金 2,097,531 4,312,953
その他利益剰余金 2,097,531 4,312,953
別途積立金 3,000,000 3,000,000
繰越利益剰余金 △902,468 1,312,953

自己株式 △863,930 △863,930
評価・換算差額等 57,891 15,028
その他有価証券評価差額金 57,891 15,028

純資産合計 5,732,303 7,904,862

資産合計 11,676,466 13,170,936 負債・純資産合計 11,676,466 13,170,936

貸借対照表 (単位：千円)
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科　目
当事業年度

令和７年４月１日から令和８年３月31日まで

前事業年度
（ご参考）

令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

売上高 6,354,126 8,861,767
売上原価 5,581,425 7,909,363
売上総利益 772,701 952,404

販売費及び一般管理費 964,791 952,656
営業損失（△） △192,089 △251

営業外収益 153,502 107,958
受取利息及び配当金 133,122 83,666
有価証券利息 1,800 3,600
助成金収入 942 1,171
固定資産賃貸料 5,988 8,302
その他 11,648 11,218

営業外費用 32,121 18,750
支払利息 25,001 15,915
社債利息 ― 431
その他 7,119 2,403
経常利益又は経常損失（△） △70,708 88,956

特別利益 31,498 ―
固定資産売却益 31,498 ―

特別損失 2,032,418 3,899
固定資産売却損 1,236 3,899
減損損失 2,031,181 ―

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △2,071,628 85,056
法人税、住民税及び事業税 3,824 4,188
法人税等調整額 △31,480 35,016
当期純利益又は当期純損失（△） △2,043,973 45,852

損益計算書 (単位：千円)
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株主資本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益剰余金 利益剰余金
合計別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 2,000,007 2,436,668 4,135 2,440,803 3,000,000 1,312,953 4,312,953

当期変動額

剰余金の配当 △171,449 △171,449

当期純損失 △2,043,973 △2,043,973

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － － － － △2,215,422 △2,215,422

当期末残高 2,000,007 2,436,668 4,135 2,440,803 3,000,000 △902,468 2,097,531

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

自己株式 株主資本
合計

その他有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △863,930 7,889,834 15,028 15,028 7,904,862

当期変動額

剰余金の配当 △171,449 △171,449

当期純損失 △2,043,973 △2,043,973

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 42,863 42,863 42,863

当期変動額合計 － △2,215,422 42,863 42,863 △2,172,558

当期末残高 △863,930 5,674,412 57,891 57,891 5,732,303

株主資本等変動計算書
（令和７年４月１日から令和８年３月31日まで）

(単位：千円)
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・市場価格のない株式等
　以外のもの

・市場価格のない株式等

時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動
平均法により算定）

移動平均法による原価法

仕掛品 受注生産品：個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低
下に基づく簿価切下げの方法）

標準生産品：総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の
低下に基づく簿価切下げの方法）

①　有形固定資産
（リース資産を除く）

定率法（ただし、平成10年４月１日以降取得した建物（建物附属設備は
除く）並びに平成28年４月１日以降取得した建物附属設備及び構築物に
ついては、定額法）を採用しております。

機械及び装置、
車両運搬具 ２～17年

所有権移転外ファイナンス・リ
ース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しておりま
す。

個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1) 資産の評価基準及び評価方法
①　有価証券

子会社株式及び関連会社株式　　移動平均法による原価法
その他有価証券

②　棚卸資産
商品及び製品　　　　　　　　　個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）

原材料　　　　　　　　　　　　移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づ
く簿価切下げの方法）

貯蔵品　　　　　　　　　　　　最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切
下げの方法）

(2) 固定資産の減価償却の方法

なお、主な耐用年数は、以下のとおりであります。
建物、構築物　　　　３～45年

②　無形固定資産
　（リース資産を除く）
・自社利用のソフトウエア　　　　社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。
・その他の無形固定資産　　　　　定額法を採用しております。

③　リース資産

(3) 引当金の計上基準
①　貸倒引当金　　　　　　　　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、
回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金　　　　　　　　　　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当
事業年度負担額を計上しております。

③　退職給付引当金　　　　　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び
年金資産に基づき、計上しております。

(4) 収益及び費用の計上基準
　当社は、以下の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。
　ステップ１：顧客との契約を識別する。
　ステップ２：契約における履行義務を識別する。
　ステップ３：取引価格を算定する。
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　ステップ４：取引価格を契約における別個の履行義務へ配分する。
　ステップ５：履行義務を充足した時点で（又は充足するに応じて）収益を認識する。
　当社は、精密貼合技術関連、高機能複合材、環境住空間関連及びエンジニアリング関連の各製品の製造、販売
及びサービス業務を行っております。主に加工した部材等を顧客に供給することを履行義務としており、原則と
して製品の納入時点において支配が顧客に移転して履行義務が充足されると判断していることから、当該時点に
おいて収益を認識しておりますが、国内販売においては、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転されるまでの
期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益認識をしております。また、エンジニアリング関連事業のうち
一定期間にわたり充足される履行義務は、期間がごく短いものを除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、
当該進捗度に基づき収益を一定期間にわたり認識しております。なお、履行義務の充足に係る進捗度の見積り方
法は見積総原価に対する発生原価の割合（インプット法）で算出しております。
　取引価格の算定については、顧客との契約において約束された対価から、値引き額等を控除した金額で算定し
ております。
　これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね１年以内に受領してお
り、重大な金融要素を含んでおりません。
(5) その他計算書類作成のための重要な事項

重要なヘッジ会計の方法　　　　特例処理の要件を満たす金利スワップ取引については、特例処理を採用して
おります。
また、一体処理（特例処理・振当処理）の要件を満たす金利通貨スワップに
ついては、一体処理を採用しております。

２．表示方法の変更に関する注記

（貸借対照表）
　前事業年度において、流動資産の「受取手形」に含めていた「電子記録債権」（前事業年度633,605千円）は、
開示の明瞭性を高めるため、当事業年度より独立掲記しております。

　前事業年度において、流動負債の「支払手形」に含めていた「電子記録債務」（前事業年度438,831千円）は、
開示の明瞭性を高めるため、当事業年度より独立掲記しております。

　前事業年度において、流動負債の「その他」に含めていた「前渡金」（前事業年度506千円）は、金額的重要性
が増したため、当事業年度より独立掲記しております。
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　繰延税金資産 61,770千円

　有形固定資産 3,961,745千円
　減損損失 2,031,181千円

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 7,087,691千円

　北九州ＴＥＫ＆ＦＰ合同会社 75,000千円

①　短期金銭債権 271,249千円
②　短期金銭債務 753,507千円

　当座貸越限度額 3,300,000千円
　借入実行残高 1,550,000千円
　差引額 1,750,000千円

(1) 売上高 218,130千円
(2) 仕入高 286,740千円
(3) 上記以外の営業取引高 86,571千円
(4) 営業取引以外の取引高 127,430千円

３．会計上の見積りに関する注記
(1) 繰延税金資産
①　当連結会計年度の計算書類に計上した金額

②　識別した項目に係る重要な会計上の見積もりの内容に関する情報
繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額によって見積もっておりま
す。当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性があり、実際に発生した
課税所得の時期及び金額が見積りと異なった場合、翌事業年度の計算書類において、繰延税金資産の金額に
重要な影響を与える可能性があります。

(２) 減損損失
①　当事業年度の計算書類に計上した金額

②　識別した項目に係る重要な会計上の見積もりの内容に関する情報
当社は、固定資産のうち減損の兆候のある資産または資産グループ（事業部を基本単位とする）について
は、当該資産または資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場
合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しています。将来キャッシ
ュ・フローの算定においては、事業部等の成長率、需要予測、競争環境の変化、施策方針の変更等を織り込
み算定しています。なお、減損処理に使用する将来キャッシュ・フローの割引率は加重平均資本コストを基
礎としています。
減損損失の兆候の把握、減損損失の認識及び測定にあたっては慎重に検討していますが、事業計画の変更や
市場環境の変化により、その見積り額の前提とした条件や仮定に変更が生じ、見積り額が減少した場合、減
損処理が必要となる可能性があります。

４．貸借対照表に関する注記

(2) 保証債務
　連結子会社以外の会社の金融機関等からの借入金に対して、以下のとおり債務保証を行っております。

(3) 関係会社に対する金銭債権、債務

(3) 当座貸越契約
　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行６行と当座貸越契約を締結しております。当事業年度
末における当座貸越契約に係る借入金未実行残高等は次のとおりであります。

５．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
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普通株式 1,211,561株

繰延税金資産
賞与引当金 3,374千円
繰越欠損金 37,130
貸倒引当金 838
棚卸資産評価損 78,582
投資有価証券評価損 18,882
退職給付引当金 5,620
減損損失 661,965
その他 19,604
繰延税金資産小計 825,997
評価性引当額 △737,637
繰延税金資産合計 88,360
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △26,589
繰延税金負債合計 △26,589
繰延税金資産の純額 61,770

６．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

７．税効果会計に関する注記
　　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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種類 会社等の名称 資本金又は
出資金

事業の内容又は
職業

議決権等の
所有(被所
有)割合

関連当事者と
の関係

取引内容
及び金額
（千円）

科目及び
期末残高
（千円）

親 会 社 フォローウイ
ンド株式会社

10,000
千円 太陽光発電事業

（被所有）
直接
42.37％

製品の販売等
役員兼任

製品販売等
13,114

売掛金
986

種類 会社等の名称 資本金又は
出資金

事業の内容又は
職業

議決権等の
所有(被所
有)割合

関連当事者
との関係

取引内容
及び金額
（千円）

科目及び
期末残高
（千円）

連結子会社 フジプレ販売
株式会社

50,000
千円 販売業

（所有）
直接
100.0％

業務委託
役員兼任
資金の借入

業務の委託等
59,740

利息の支払
1,200

買掛金
10,592

１年内返済予定の
長期借入金
600,000

連結子会社 プレマテック
株式会社

50,000
千円 製造業

（所有）
直接
100.0％

製造委託
役員兼任

製造の委託等
284,708

買掛金
21,659

電子記録債務
115,706

関連会社 北九州ＴＥＫ＆
ＦＰ合同会社

10,000
千円 太陽光発電事業

（所有）
直接
40.0％

債務保証
債務保証
75,000

保証料の受取
234

－

種類 会社等の名称 資本金又は
出資金

事業の内容又は
職業

議決権等の
所有(被所
有)割合

関連当事者と
の関係

取引内容
及び金額
（千円）

科目及び
期末残高
（千円）

親会社の
役員並び
に役員及
びその近
親者

松本　實藏 －
フォローウイン
ド株式会社
取締役

なし 当社相談役 相談役報酬の支払
20,180 －

８．関連当事者との取引に関する注記
(1) 親会社及び法人主要株主等

（注） 取引条件及び取引条件の決定方針等
製品販売等については、一般の取引条件と同様に決定しております。

(2) 子会社及び関連会社等

（注） 取引条件及び取引条件の決定方針等
業務及び製造の委託等については、一般の取引条件と同様に決定しております。
フジプレ販売株式会社からの資金の借入については市場金利等を勘案して、利率を合理的に算定してお
ります。
当社は、北九州ＴＥＫ＆ＦＰ合同会社の金融機関等からの借入金に対して債務保証を行っており、債務
保証料については、市場金利等を勘案して決定しております。

(3) 役員及び個人主要株主等

（注） 取引条件及び取引条件の決定方針等
　相談役報酬については、相談役としての経営全般に関する助言等の対価として、協議の上決定しており
ます。
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(1) １株当たり純資産額 200円61銭
(2) １株当たり当期純損失 △71円53銭

９．収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結注記表　「1．連結計算書類の作成の
ための基本となる重要な事項に関する注記等（3）会計方針に関する事項　④収益及び費用の計上基準」に同一
の内容を記載しているため、記載を省略しております。

10．１株当たり情報に関する注記

11．その他の注記
記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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イースト・サン監査法人
岡山県岡山市

指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 波 　 戸 　 　 葵
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大 　 木 　 　 亮

独立監査人の監査報告書
令和８年５月26日

フジプレアム株式会社
取 締 役 会　　御中

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、フジプレアム株式会社の令和７年４月１日から令和８年３月
31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及
び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、フジ
プレアム株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要
な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における
当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における
職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結
子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示すること
にある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の
執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記
載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内
容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、その
ような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す
ることが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に
表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために
経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかど
うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する
必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示
がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明する
ことにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の
意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし
ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を

立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監
査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評
価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び　
関連する注記事項の妥当性を評価する。

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本
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・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論
付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に
注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対し
て除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づい
ているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか
どうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取
引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入
手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に
関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の
重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合
又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上

－ 25 －



イースト・サン監査法人
岡山県岡山市

指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 波 　 戸 　 　 葵

指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大 　 木 　 　 亮

独立監査人の監査報告書
令和８年5月26日

フジプレアム株式会社
取 締 役 会　　御中

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、フジプレアム株式会社の令和７年４月１日から令和８年
３月31日までの第44期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記
表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計
算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における
当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職
業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適
切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示すること
にある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の
執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載
内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容
と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよう
な重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す
ることが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表
示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営
者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうか
を評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要
がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が
ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明すること
にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決
定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし
ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本
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・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を
立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監
査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価
の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び
関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論
付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注
意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外
事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいている
が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかど
うかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会
計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の
重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場
合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行
う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監　査　報　告　書
　当監査役会は、令和７年４月１日から令和８年３月31日までの第44期事業年度における取締役の職務の執行に関し
て、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（１）監査役会は、当期の監査方針、監査役会活動計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告

を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め
ました。

（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、当期の監査方針、監査役会活動計画等に従い、電話
回線又はインターネット等を経由した手段も活用しながら、取締役、内部監査室その他使用人等と意思疎通を図
り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしました。

①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要
に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業部において業務及び財産の状況を調査い
たしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に
応じて子会社から事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株
式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100
条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制
（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受
け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③　事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第５号イの留意した事項及び同号ロの判断及び理由につい
ては、取締役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。

④　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監
査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職
務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に
関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めま
した。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、
連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関す

る事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
④　事業報告に記載されている親会社等との取引について、当該取引をするに当たり当社の利益を害さないように

留意した事項及び当該取引が当社の利益を害さないかどうかについての取締役会の判断及びその理由について、
指摘すべき事項は認められません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人イースト・サン監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果
　会計監査人イースト・サン監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

監査役会の監査報告書　謄本
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フ ジ プ レ ア ム 株 式 会 社 　 監 査 役 会

常 勤 監 査 役 山 　 本 　 良 　 徳　㊞
監 　 査 　 役 田 　 島 　 宏 　 一　㊞
監 　 査 　 役 竹 　 代 　 慶 　 吾　㊞

令和８年５月27日

注）監査役田島宏一及び監査役竹代慶吾は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める社外監査役であります。

－ 29 －


